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特
集
に
あ
た
っ
て

坂　

江　
　
　

渉　
　
　
　
　

本
誌
創
刊
号
の
特
集
「『
播
磨
国
風
土
記
』
研
究
の
新
展
開
」
は
、
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
の
風
土
記
研
究
班
と
、
こ
れ
ま
で
互

い
に
交
流
を
つ
づ
け
て
き
た
研
究
者
と
が
、
文
献
史
学
と
考
古
学
の
双
方
の
立
場
か
ら
取
り
組
ん
だ
最
新
の
学
術
成
果
と
、
風
土
記

の
活
用
事
業
の
成
果
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。　

『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
本
格
的
な
研
究
が
も
っ
と
も
遅
れ
た
風
土
記
で
あ
る
。
唯
一
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
三
条
西
家
本
が
、
幕

末
に
「
再
発
見
」
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
写
本
・
註
釈
の
動
き
が
出
て
く
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
地
元
播
磨
に
お
け
る
初
の
風
土
記
の
註

釈
書
は
、
本
誌
の
垣
内
章
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
岡
平
保
著
『
風
土
記
考
』
（
一
八
五
九
年
成
稿
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
幕
末

以
降
、
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
が
、
出
雲
や
常
陸
の
風
土
記
と
比
べ
て
も
、
歴
史
研
究
者
の
関
心
は
そ
う
高
く
は
な
か
っ
た
。
こ

の
間
、
研
究
成
果
が
か
な
り
積
み
重
ね
ら
れ
た
の
は
、
主
に
国
文
学
研
究
の
分
野
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
〇
年
代
の
初
頭
前
後
の
時
期
か
ら
、
播
磨
各
地
の
市
町
に
お
い
て
、
自
治
体
史
の
編
纂
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
だ

し
た
。
そ
の
い
く
つ
か
の
事
業
に
関
与
し
た
風
土
記
研
究
班
の
文
献
史
の
メ
ン
バ
ー
は
、
風
土
記
の
故
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
歴
史
資
料
的
な
価
値
の
高
さ
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
も
、
風
土
記
に
載
せ
ら
れ
る
神

話
や
伝
承
が
、
各
地
の
地
域
生
活
史
の
復
元
や
政
治
史
の
解
明
に
役
立
つ
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
も
と
、
県
内
の
自
治
体
関
係
者
な
ど

と
共
同
研
究
を
お
こ
な
い
始
め
た
。
本
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
蓄
積
を
土
台
に
し
て
出
さ
れ
る
側
面
を
も
つ
。

一
方
、
考
古
学
の
分
野
に
眼
を
向
け
る
と
、
播
磨
で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
風
土
記
に
も
関
わ
る
古
代
官
道
の
「
駅
家
」
関
連

遺
構
や
、
祭
祀
遺
物
な
ど
の
発
掘
が
相
次
い
だ
。
と
く
に
駅
家
に
つ
い
て
は
、
風
土
記
所
載
の
「
賀
古
駅
家
」
に
関
わ
る
古
大
内
遺

跡
（
加
古
川
市
）
、
同
じ
く
「
邑
智
駅
家
」
に
関
連
す
る
向
山
遺
跡
（
姫
路
市
）
、
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、
小
犬
丸
遺
跡
（
た
つ
の

市
）
や
落
地
遺
跡
（
上
郡
町
）
が
発
掘
さ
れ
、
さ
ら
に
長
坂
寺
遺
跡
（
明
石
市
）
で
も
、
「
邑
美
駅
家
」
に
関
わ
る
遺
構
を
確
認
で
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き
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
を
め
ぐ
り
、
考
古
学
の
み
な
ら
ず
歴
史
地
理
学
、
自
然
科
学
を
交
え
た
学
際
的
な
共
同
研
究
が
す
す
み
、
播

磨
地
域
の
駅
家
研
究
は
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
く
展
示
会
も
、
県
立
考
古
博
物
館
や
各
市
町

な
ど
で
何
回
か
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
学
術
成
果
を
吸
収
す
る
形
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。

文
献
史
分
野
の
坂
江
渉
論
文
は
、
風
土
記
に
み
え
る
断
片
的
な
神
話
の
読
み
解
き
方
と
、
伊
和
大
神
の
神
話
群
か
ら
復
元
で
き
る

播
磨
の
地
域
社
会
構
造
と
倭
王
権
に
よ
る
地
域
支
配
の
特
質
に
つ
い
て
、
新
し
い
解
釈
を
試
み
た
。
古
市
晃
論
文
は
、
風
土
記
の
播

磨
へ
の
人
や
渡
来
人
集
団
の
移
動
の
説
話
を
め
ぐ
り
、
従
来
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
瀬
戸
内
海
の
西
部
地
域
か
ら
の
人
の
移
動
の

事
実
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
。
飾
磨
地
域
や
飾
磨
水
門
の
「
ハ
ブ
」
機
能
の
重
要
性
や
、
そ
れ
に
対
す
る
倭
王
権
の
介
在
の
痕
跡
を

指
摘
す
る
。
高
橋
明
裕
論
文
で
は
、
「
供
御
の
モ
チ
ー
フ
」
と
「
交
通
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
旧
来
の
研
究
で
な
か
っ
た
播
磨

に
お
け
る
「
印
南
野
」
の
位
置
づ
け
や
、
東
播
磨
地
域
の
特
殊
性
が
提
起
さ
れ
る
。
さ
ら
に
垣
内
章
論
文
で
は
、
前
述
の
岡
平
保
著

『
風
土
記
考
』
の
発
見
に
至
る
い
き
さ
つ
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
註
釈
の
中
身
の
先
駆
性
が
説
か
れ
、
今
後
、
播
磨
に
お

け
る
写
本
・
註
釈
資
料
研
究
の
進
展
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
る
。

考
古
学
の
中
村
弘
論
文
は
、
前
述
の
駅
家
研
究
や
交
通
路
を
め
ぐ
る
学
術
成
果
を
踏
ま
え
、
風
土
記
に
お
い
て
、
同
一
地
名
が
冠

せ
ら
れ
る
「
駅
家
」
と
「
里
」
の
関
係
に
つ
い
て
新
見
解
が
提
唱
さ
れ
る
と
も
に
、
「
荒
ぶ
る
神
」
伝
承
と
官
道
と
の
関
連
性
を
強

調
す
る
。
大
平
茂
論
文
は
、
宍
粟
市
伊
和
遺
跡
な
ど
、
県
内
の
祭
祀
遺
跡
・
祭
祀
遺
物
を
網
羅
的
に
取
り
あ
げ
た
上
で
、
や
は
り

「
荒
ぶ
る
神
」
伝
承
と
土
製
祭
祀
具
と
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
駅
家
に
お
い
て
木
製
祭
祀
具
（
と
く
に
馬
形
）
を
用
い
た
「
祓
え
」

行
事
が
あ
っ
た
と
の
見
方
を
提
示
す
る
。
さ
ら
に
藤
田
淳
論
文
は
、
自
ら
が
県
立
考
古
博
物
館
で
担
当
し
た
特
別
展
「
播
磨
国
風
土

記
」
（
二
〇
一
三
年
）
の
開
催
時
に
試
み
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
活
動
を
紹
介
し
、
「
少
な
く
と
も
、
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

心
の
中
に
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
種
を
植
え
、
芽
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
で
は
、
風
土
記
の
同
一
史
料
を
扱
う
例
が
少
な
く
な
い
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な

い
。
そ
こ
が
風
土
記
研
究
の
面
白
い
点
で
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
各
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え

た
最
新
の
研
究
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
読
者
の
方
々
に
お
読
み
い
た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
批
判
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。




